
　
街
頭
で
滋
賀
県
に
つ
い
て
聴
く
と
、
「
目
立
た
な
い
」
「
地
味
」
「
あ
ま
り
知
ら
な
い
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
全
国
的
に

知
ら
れ
て
い
る
の
は
琵
琶
湖
、
近
江
牛
、
信
楽
焼
、
彦
根
城

な
ど
。
漢
字
な
ら
佐
賀
県
、
発
音
な
ら
千
葉
県
と
勘
違
い
す
る
人
も
多

い
。
テ
レ
ビ
で
香
川
県
が
う
ど
ん
県
と
い
う
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
の
を
見
て
「
滋
賀
県
も
び
わ
こ
県
に
な
っ
た
ら
認
知
度
も
上
が
る
の

で
は
」
と
い
う
県
民
の
声
も
あ
る
。
こ
ん
な
滋
賀
県
だ
が
交
通
の
要
衝
と
い
う
恵
ま
れ
た
地
理
的
条
件
を
バ
ッ
ク
に
、
全
国
有
数
の
モ

ノ
づ
く
り
県
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。
大
企
業
や
関
連
企
業
の
工
場
も
数
多
く
進
出
し
て
お
り
、
県
民
総
生
産
に
占
め
る
第
２
次
産
業

の
割
合
は

・
８
％
と
全
国
ト
ッ
プ
。
「
未
来
を
拓
く
共
生
社
会
へ
」
を
基
本
理
念
と
し
た
滋
賀
県
基
本
構
想
が
２
０
０
７
年

月
に

策
定
さ
れ
る
な
ど
、
県
内
の
モ
ノ
づ
く
り
産
業
を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
る
。

２
０
１
１
滋
賀
県
特
集

多
彩
な
企
業
が
立
地
全
国
有
数
の
工
業
県
に
発
展

重
点
４
領
域
定
め
育
成

モノづくり産業活性化

ＪＲ草津駅から２ の距離に
あり交通アクセスに優れる大池事
業用地（草津市） マッチングフ

ォーラムは新しいビジネスの出会
いの場として開催された（ 月４
日 大津市で開催）

　
滋
賀
県
は
日
本
の
ほ
ぼ
真
ん
中

に
あ
り
、
京
阪
神
や
中
部
圏
、
北

陸
圏
に
も
近
い
。
戦
国
時
代
に
は

「
近
江
を
制
す
る
も
の
は
天
下
を

制
す
」
と
言
わ
れ
る
な
ど
、
近
江

現
在
の
滋
賀
県

は
昔
か
ら
の

交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
人
や
物
の

交
流
が
盛
ん
な
地
域
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
売
り
手
よ
し
、
買
い
手

よ
し
、
世
間
よ
し
の
「
三
方
よ

し
」
で
知
ら
れ
る
近
江
商
人
の
ふ

る
さ
と
で
も
あ
る
。
出
身
地
域
か

ら
五
個
荘
商
人
、
八
幡
商
人
、
日

野
商
人
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
彼
ら

は
、
東
海
道
や
中
山
道
な
ど
を
利

用
し
て
全
国
を
舞
台
に
活
躍
し
て

い
た
。

　
東
海
道
新
幹
線
や
名
神
高
速
道

路
が
開
通
し
た
１
９
６
０
年
代
以

降
、
工
場
の
進
出
が
加
速
し
、
農

業
県
か
ら
内
陸
型
工
業
県
へ
と
変

ぼ
う
し
て
い
っ
た
。
現
在
で
は
鉄

道
、
道
路
な
ど
の
充
実
し
た
イ
ン

フ
ラ
を
背
景
に
、
化
学
工
業
、
輸

送
機
械
、
電
気
機
械
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
、
窯
業
・
土
石
と
い
っ
た
大

企
業
の
工
場
、
研
究
所
や
こ
れ
ら

を
支
え
る
協
力
企
業
が
多
数
立
地

し
て
い
る
。

　
最
近
の
工
場
立
地

敷
地
１
０

０
０
平
方

以
上

の
推
移
を
見

る
と
、
２
０
０
２
年
の

件
、

万
平
方

を
底
に
、

年
に
は

件
、

万
平
方

ま
で
回
復
し

た
。

年
に
は

件
、

万
７
０

０
０
平
方

ま
で
達
し
た
が
、
同

年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
境

に
急
落
。
翌

年
は

件
、

万

４
０
０
０
平
方

で
、

年
に
は

件
、

万
６
０
０
０
平
方

と

な
っ
て
い
る
。

　

年
立
地
企
業
の
本
社
所
在
地

を
み
る
と
滋
賀
県
が

件
と
最
も

多
く
、
大
阪
府
５
件
、
京
都
府
３

件
、
東
京
都
１
件
。
業
種
別
で
は

食
品
６
件
、
化
学
工
業
３
件
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
、
窯
業
・
土
石
各
２

件
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
に
わ
た

る
。

　
県
内
で
分
譲
し
て
い
る
主
な
工

業
団
地
を
紹
介
す
る
と
、
湖
南
地

域
で
は
草
津
市
が
新
た
に
約
３
万

平
方

の
規
模
の
「
大
池
事
業
用

地
」
を
開
発
、
分
譲
を
始
め
た
。

Ｊ
Ｒ
草
津
駅
か
ら
２

と
ア
ク

セ
ス
面
で
優
れ
て
お
り
、
市
独
自

の
企
業
立
地
支
援
制
度
も
用
意
し

て
い
る
。

　
大
津
市
北
部
の
伊
香
立
地
区
に

は
都
市
再
生
機
構
の
「
び
わ
こ
サ

イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
」
が
あ
る
。
１

５
０
０
―
４
万
５
１
０
０
平
方

の
５
区
画
、
延
べ

万
８
０
０
０

平
方

を
分
譲
す
る
。

　
湖
北
地
域
で
は
米
原
市
が
「
米

原
南
工
業
団
地
」

万
６
０
０

０
平
方

と
「
柏
原
東
部
工
業

団
地
」

３
万
７
０
０
０
平
方

を
分
譲
中
。
米
原
南
は
民
間

主
導
で
進
め
て
い
た
滋
賀
統
合
物

流
セ
ン
タ
ー
「
Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｃ
」
の
予

定
地
だ
っ
た
。

　
東
近
江
地
域
で
は
東
近
江
市
の

「
蒲
生
中
部
工
業
団
地
」

１
万

３
０
０
０
平
方

、
日
野
町
の

「
寺
尻
工
業
団
地
」

２
万
５
０

０
０
平
方

、
「
日
野
第
２
工

業
団
地
」

１
万
４
９
０
０
平
方

と
３
９
０
０
平
方

の
２
区

画

な
ど
。
ま
た
滋
賀
県
土
地
開

発
公
社
は
竜
王
町
で
「
竜
王
岡
屋

工
業
団
地

仮
称

」
の
造
成
を

計
画
し
て
い
る
。
規
模
は

万
平

方

程
度
。

　
甲
賀
市
で
は
中
小
企
業
基
盤
整

備
機
構
が
開
発
し
た
「
甲
南
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
」
の
２
万
４
０

０
０
平
方

の
ほ
か
、
「
八
田
サ

テ
ラ
イ
ト
パ
ー
ク
」
に
４
０
０
０

―
７
０
０
０
平
方

の
４
区
画

延
べ
２
万
４
０
０
０
平
方

、
「
甲
賀
西
工
業
団
地
」
で

も
７
万
２
０
０
０
平
方

が
分
譲

中
。

　
２
０
１
０
年

月
末
に
実
施
し

た
工
業
統
計
調
査
の
速
報
に
よ
る

と
、
県
内
の
製
造
業
事
業
所
は
全

国

位
の
２
８
５
５
事
業
所

前

年
比
４
・
１
％
減

。
従
業
員
数

は
同

位
の

万
６
７
４
４
人

同
１
％
減

。
製
造
品
出
荷
額

等
は
同

位
の
６
兆
５
１
９
６
億

７
９
０
０
万
円

同
６
・
６
％

増

。
付
加
価
値
額
は
同

位
の

２
兆
４
１
３
９
億
５
６
０
０
万
円

同
９
・
６
％
増

だ
っ
た
が
、

１
事
業
所
あ
た
り
で
見
る
と
８
億

４
５
５
２
万
円
で
全
国
ト
ッ
プ
だ

っ
た
。

　
滋
賀
県
の
２
０
１
１
年
度
当
初

予
算
の
中
か
ら
商
工
関
連
の
新
規

事
業
を
見
る
と
、
滋
賀
の
新
し
い

産
業
づ
く
り
推
進
事
業
に
「
電
池

産
業
支
援
拠
点
形
成
事
業
」
を
加

え
る
ほ
か
、
地
場
産
業
総
合
振
興

対
策
と
し
て
「
伝
統
産
業
弟
子
入

り
体
験
推
進
事
業
」
も
行
う
。
ま

た
首
都
圏
に
拠
点
を
持
た
な
い
県

内
の
中
小
零
細
事
業
者
の
販
路
開

拓
支
援
と
し
て
、
レ
ン
タ
ル
ブ
ー

ス
や
商
談
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
備
え

た
「
滋
賀
県
東
京
ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ

ィ
ス

仮
称

」
を
整
備
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
「
し
が
水
環
境
ビ
ジ

ネ
ス
研
究
会

仮
称

」
の
設
置

な
ど
同
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
事
業
、
中

小
企
業
振
興
の
た
め
の
条
例
策
定

に
向
け
た
中
小
企
業
振
興
の
基
本

的
な
あ
り
方
検
討
・
推
進
事
業
、

近
江
の
工
場
長
サ
ミ
ッ
ト
開
催
な

ど
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　
県
が
３
月
に
策
定
し
た
産
業
振

興
戦
略
プ
ラ
ン
で
は
、
こ
ん
ご
伸

ば
す
べ
き
産
業
と
し
て
「
環
境
」

「
医
療
・
健
康
」
「
も
の
づ
く
り

基
盤
技
術
」
「
に
ぎ
わ
い
創
出
・

観
光
」
を
重
点
４
領
域
と
し
て
い

る
。
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
対
応
、

人
財
育
成
、
連
携
強
化
の
３
つ
を

分
野
横
断
戦
略
と
定
め
、
滋
賀
の

未
来
を
つ
く
る
戦
略
産
業
育
成
事

業
に
取
り
組
む
。

　
す
で
に
「
医
療
・
健
康
」
の
領

域
で
は
２
０
０
４
年
に
医
療
分
野

へ
の
進
出
に
意
欲
的
な
企
業
が
滋

賀
県
産
業
支
援
プ
ラ
ザ
な
ど
の
呼

び
か
け
で
「
し
が
医
工
連
携
も
の

づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち

上
げ
て
い
る
。
産
業
支
援
機
関
や

大
学
、
病
院
、
企
業
、
研
究
機
関

が
連
携
し
て
、
産
学
官
交
流
や
研

究
会
の
開
催
な
ど
で
成
果
を
上
げ

て
お
り
、
会
員
は
２
０
１
０
年
度

末
で

社
・
団
体
。

　
こ
れ
に
続
け
と
県
、
滋
賀
県
産

業
支
援
プ
ラ
ザ
は
「
も
の
づ
く
り

基
盤
技
術
」
「
環
境
」
の
分
野
で

研
究
開
発
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展

開
を
目
指
す
「
し
が
新
産
業
創
造

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
組
織
化
し

た
。
県
内
の
経
済
団
体
や
大
学
な

ど
の
協
力
を
得
て
、
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
を
出
会
い
か
ら
事
業
化
ま
で

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
そ
の
第
１
弾

と
し
て

月
４
日
に
大
津
市
の
コ

ラ
ボ

で
初
の
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
、
２
２
０
人
の
会

場
定
員
を
上
回
る
参
加
者
で
盛
り

上
が
っ
た
。

　
会
員
は
県
内
に
事
業
所
の
あ
る

企
業
や
大
学
、
研
究
機
関
な
ど

で
、
す
で
に

社
・
団
体
以
上
が

登
録
済
み
。
金
融
を
含
め
た
産
学

官
金
の
出
会
い
の
場
と
し
て
マ
ッ

チ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る

ほ
か
産
学
官
交
流
サ
ロ
ン
や
新
技

術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
常
設
と
い
っ
た

事
業
を
通
じ
て
、
新
し
い
産
業
を

興
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

る
。
計
画
で
は
毎
年
３
件
程
度
の

事
業
化
を
目
指
す
。

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 １１月２９日 火曜日 　　


